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中島 義明 ・井上 雅勝
1.序
映像メディアは、われわれの生活の中で最も日常化 した存在であ り、人々はそこから非常に
多 くの情報を得ている。 しか し、映像メディアから与えられる情報がそれを享受する主体にど
のような変化をもた らすのか、またその効果が映像情報の どのような処理や認知過程を経た結




理論的探求に先行 して、む しろより実践的な場面で盛んに研究されてきた。 ここでは主に、映
像を学習場面で併用すると学習成績が良くなると言う学習促進効果(mathemageniceffects)
の存在が確かめられてきている。代表的な例 としては、散文(textあるいはprose)の理解




より統計的に有意な促進効果が生じている事を確認 している。さらに、テクス トのみを提示 し










な方法の探求が主眼 となるため、もはや映像 自体の教育的効果を見て行 く事に魅力がな くなっ



















学習における映像効果がなぜ もたらされるのかを考察するに当た り、本論文ではひ とまず、
(1)映像内の変数、(2)映像外の情報の変数、(3)実験者 もしくは教師の映像操作、(4)主
体の個人差、の4つ に分類 して論を進める事 とした。
2-1映 像内の変数
(1)映像の構成:全 体画 と部分画、ズーミング
ある映像が、その対象の全体を映 し出 したものであるのか、またその一部分を取 り出 して拡
大 したものであるのか、このような違いを表現できる事は、映像の持つ独 自の優れた特性であ
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り、また見る者に対 して も特別の注意を喚起する事 になるだろう。
この ような全体 と部分の違 いを映像効果 の一変数 として取 り出 した研究 に、Brody&
Legenza(1980)の実験が上げ られる。彼らは、モロッコのマラケシュと言う土地の街角に関
する約1200語か らなる文を作成 した。文にはその街角の日常的な活動 と、歴史的 ・地誌学的内
容や関連する背景的情報が含まれていた。そして、文の理解(測 度は多重選択による理解テス




















この事から、全体 一部分の関係は、動画像やスラ、イ ドのように時間経過 とともに映像の遠近
力1操作される(ズーミング:zooming)ときに意味を持つ変数であると言える。 しか し、なぜ








4体 を写 し、次 に絵 の中の部分対象(1つ の絵 につ き80項目)ヘ ズー ミングす るフ ィル ムを提示
す る条件(modeling)、(2)全体 の絵 のス ライ ドを提示 した後、上記 と同 じ部 分対象のス ライ
ドをす ぐに提 示す る条件(short-circuiting)、(3)全体 の絵 のス ライ ドだけを十分 な時間提示
する条件(activation)、及び、(4)被験 者に何の操作 も与 えない条 件(control)であった。(1)
一(3)の条件 につ いて は、 フィルム もしくは スライ ドの提示 に従 って、被験者が気づいた絵の
中の部分対象 の項 目名 を書 きとめさせて いった。 なお、被験者 には学習 の前後 に別の い くつか
の課題 を課 してい る。 これ らは、上記 の操作 に よって被験者 の絵 の見方 が どの ような変化 する
かを示す測度 とな る。 ここでは、cue-attendance課題 について検討 す る。 この課 題では、被
験 者 にBreughe1の絵 よ りももっ ど複雑 な視覚モ ンタージ ュの スライ ドを提示 し、そ こにあ
る対象の名 を7分 以内 に書 き とめ させてい る。被験者はイス ラエルの中学2年 生80人(各 条件
20人)であ った。
結果は、control条件で前後 のcue-attendance課題 の成績 に変化 がみ られなか ったの に対
し、(1)一(3)の条件 ではい ずれ も事 後 テス トの成 績が 向上 した。 この うちmodeling及び
activation条件で成績 が もっ ともよ く、つ いでshort-circuiting条件の成績が よか った。 もっ
とも、 いずれの実験条件で も項 目を書 き とめ て行 くと言 う作業 がcue-attendance課題 と共通
してお り、 この事 による促進効果 であった可能性 もある。 ただ し、 この実験 でよ り興味深 いの
は、各被験者の事前 テス トと事後 テス トの成績 の相関 が、実験条件 によって異 なる事 にある。
Fig.1にみ るように、modeling条件以外 では、事 前テ ス トの成績 と事後 テス トの成績が正の
相 関を示 してい るの に対 し、血odeling条件で は負 の相 関を持 つ、即 ち事前テス トで成績 の悪
かった被験老 ほ ど、事後 テス トの成績 が向上 したのである。 このよ うな結果 は、他の測度 にお































Fig.14つ の ズー ミ ソ グ操 作 に おけ る事 前 ・事 後 のcue-attendance課題 の 成 績
Salomon(1974)Pp.502より転 載
映像の心理学 5
者の心的操作のモデル(ス キーマ)と な り、それが内面化されて一連の課題の達成に寄与 した、
と推測 している。さらにその傾向は、事前テス トにおいて成績の劣る被験者に顕著であり、成
績のよい被験者は、む しろ彼 ら独自のや りかたで行わせる方が効果的である事 も示唆 している。
Salomon(1974)の研究は、ズーミング操作を直接的な映像効果の変数 として検討 したので
はなく、その後の学習方法に影響するスキーマ的操作を形成する変数 として取 り上げた ところ









映像 に色彩情報 が付加され る事 に よって何 らかの学 習効果 が得 られるのではないか、 と言 う
問題 を検討 した研究は非常 に多 い(Chute,1979参照)。カ ラー映像 と白黒 映像を比較 した際、
前者の方 が好 まれ る と言 う知見 は数 多 くみ られ る(e.g.Samuelseta1.,1974;Winn&Everett,
1979;Chute,1980)。またStone(1983)によれば、 カ ラー映像 をみた被験者 は よ り多 くの言語
反応 を示 す と言 う。 この ようにカラー映像 は見る人 の注意 や興味 を より引 きつけ る ものであ る
に もかかわ らず、実際 は単 に色彩 が加 わった と言 うだけで学習促進効果 が得 られ るわけではな
く(VanderMeer,1954;北條,1991b)、む しろさまざまな変数 と交 絡 して限定的 に発現 す るもの
であ る事が 明 らかにされてい る(Chute,1979,1980;Dwyer,1970,1971,1976;Moore&Dwyer,
1991;SzaboetaL,1981)o
Chute(1979)は、映像 に含 まれ る色彩情 報が、「映像 内の 図一地関 係を現す ・刺激:間の相互
関係を示 す ・部分 を全体 に統合す る」 とい った視覚情報 の持つ意味の解釈 に必要 なキ ュー(in-
tegralcolorcues)と、映像情報の本質的な処理 や解釈 には関係な く周辺的な、映像 内の対象
に本来備わ って いるキ ュー(intrinsiccolorcues)、と言 う2つ の機能的 なキ ュー をあわ せ も
っている と仮定 した。 そ して、上記の各機能 と関連す る2つ の課題、及 び部分 の結合 の仕方 を
視覚化 した り形 を識別 をす る といった学習 者の空間的理解能力の差(高 ・中 ・低)と の組 み合
わせ に よって、色 彩の有無 が もた らす効果 の現 れ方が 異な る と言 う仮 説 を検 討 した(Chute,
1980)。彼 は小学校4,5年生の被験 者 に、 自然の 中にあ る基 本的 な形 態 と、人工 的な対象 とを
識別 させ ると言 う教授 目的 を持 った映画 を、 カラー もし くは 白黒映像で提示 した。映像 の解釈
にかかわ る課題 としては、映画の教授 目的 に一致 する情報 を もつフ ィルム内の対 象の識別 テス
6ト(スライ ド提示)を 行った。また周辺的な情報にかかわる課題 としては、映像内のその他の















の変数自体の属性に依存 して発現するのではな く、その属性に関わる認知的処理の内容 と、そ
れを遂行する主体の能力の相互関係に基づいて説明されるべきである事が示唆されるのである。
(3)映像の内容
中野(1981)によれば、映像(静 止画)は そこに含 まれるキ ューの多寡によって分類する事
ができると言う。キューの多い絵(写 真な ど)はより具象的になり、実体に近づいて行 く。ま
た、キューの少ない絵(線 画な ど)はより抽象的になって行 く。このような具象度の違いを変
数 として映像併用の効果を検討 したものに、Dwyer(1969,1970,1971,1976)の一連の研究が
あげ られる。Dwyerは、心臓の機能に関する文の理解 と用語の記憶、及び心臓の映像(写 真、
模型の写真、陰影付 き線画、単純線画等:Fig。2)の名前の識別 と描画 と言う4つ の課題に対
し、映像の具象度の違いがもたらす効果について、大学生を対象に検討 した。被験者には、文




























Fig.2Dwyerの実験 に お け る心臓 の 映 像 一左.ヒよ り、
単純 線 画 ・陰影 付 き線 画 ・模 型 の写 真 ・実 物 の写 真
Dwyer(1971)Pp.404,405より転 載
になるか らだろうと説明している。 しか しLoftus&Bell(1979)によれば、絵その ものの再




























題 ・学習材料 と映像 との関連度 ・学習者の特性等に依存して、限定的に しか発現 しない事が示
唆される(Dwyer,1970;Szaboeta1.,1981)。つまり、映像内のある単一の変数のみによって学
習効果が生 じるわけではな く、さまざまな変数の相互作用の中では じめてその効果が発現する
のである。
2-2映 像外の情報の変数=言 語情報との相互作用

















像メディアへの注意の配分、そ して注意 と映像効果 との関連をみて行 く。
Peeck(1974)は、互いに一致 しない映像 と言語情報(聴 覚)が 同時に提示された場合、被
験者の多 くは映像の情報 をより多 く保持 し、ために言語情報の保持は干渉をうけると言う結果
をあげ、言語よりも映像の方に注意が向けられやすい事、また映像併用の効果がそれによって
もたらされる事を示唆 した。 このような映像と言語情報の一致度 と言 う枠組みから、映像に注
意が配分されやすい事を直接検討 した最近の研究に、Grime(1990)がある。
Grimeは、あるテレビニュースのナ レーシ ョン内容に対 して、それ との内容的な一致度を






段階で33msec間提示 された。被験者はプローブが提示された時点ですばや くキーを押 して反
応するよう求められた。 このような視覚一聴覚プローブに対する反応時間は、注意が視聴覚情
報 を処理する際の各感覚モダリティーに対 しどれだけ向け られているかの指標 となる。あるプ
　
ローブに対する反応時間が長いと言う事は、それだけそのモダリティーの情報に対 して注意が




認テス トの結果は、映像の再認において、高=致 条件 と低一致条件で再認率が高 くな り(66
%,64%)、中一致条件の再認率が最 も悪かった(55%)。またナ レーションの再認では、高一
致条件 と中一致条件で高 く(56%,54%)、低一致条件で低かった(35%)。
この結果で注 目すべき点は、低一致条件 と中一致条件でプローブ課題 と再認成績の傾向が大
きく異なる事である。即ち、視覚 ・聴覚プローブへの反応は、低一中一致条件間で有意な差が
みられないのに対 し、言語(聴 覚)再 認成績は低一致条件で悪 くなり、反対に視覚再認成績は











































あると言 う理論を展開 した。前者はイメージ的処理 ・記憶、後者は言語的処理 ・記憶である。
それぞれの処理の形式は独立 しており、同じ感覚モダリティーが用いられない限り、情報処理
上の干渉はないと考 えられる(Atwood,1970;Brooks,1968)。しか し、視覚的情報 と言語的情
報はそれぞれの記憶システムだけに符号化されるのではない。Paivioは、具象名詞もしくは
抽象名詞の対連合学習において具象名詞一具象名詞の対が最 も容易に学習され(Paivio,1965)、



























ス トを行った。ただ し、 どのようなデザインを描 くかを示すために、(1)その手順についての
文章(Kg.4の注)を提示する、(2)文章をナレーシ ョンとして聴覚提示する、(3)文章を読
み上げる教示者を視覚提示 し、かつナ レーションを聴覚提示する、(4)デザインのみを視覚提
示(ビ デオ映像)す る、(5)デザインを視覚提示 し、かつナレーションを聴覚提示する、 と言
う5つの条件を設定 した。即時再生テス トの成績は、元のデザインと比較 した ときのエラーの
数に基づいて数値化された。













しか しながら、その後二重符号化説には理論的 に多 くの問題のある事が指摘され、 また
Paivio自身による理論の修正 も行われた(Marschark&Paivio,1977)。この事は後述するとし
て、次に二重符号化説の問題点を映像 と言語の処理の相互作用 と言 う観点から検討 した、Bag-
gett(1984)の研究を概観 してみよう。
Baggettが問題 としたのは、映像 と言語情報の相互作用によって映像併用の効果が発現す

















すると、最 も映像効果が高いナレーシ ョソ と映像の提示位置関係は、ナレーシ ョンが映像に先
行するか、同時に提示される条件であると予測される。
ところが部品名の再生成績(Fig.5)を見ると、直後 ・遅延いずれの条件でも、同時提示条件












































用 をその ような共通の記憶 システム に基づ いて説 明 しようとする傾 向が一般的 にな りつ つある。
視覚的 ・言語的情報の物理的詳細はす ぐに忘却 され、抽象的 な意味的情報のみ が長期 に保持 さ
れやす い(Anderson,1974;Mandler&Ritchy,1977)と言 う実験結果 や、意味的 に干渉す る絵
と文が提示 され た場合、 その どち らの再生成績 に も他のモ ダ リティーの情報 による干渉効果 が
あ る事(Pezdek,1977)などが、 これ らの仮説の論拠 とな る。 さらに、Paivioもこの ような抽
象的表象 システムの存在 を仮定 するに至 って いる(Marschark&Paivio,1977)。
では、Baggett(1984)の実験結果 は、 この枠 組みの中 で どのよ うに解釈で きるであ ろうか。
注意 しなければな らないのは(こ の実験 に特定 的ではあ るが)、記憶材料 の部 品名が、実際の
模型部 品の種類や使用法 に基 づ く概念的階層性 や結合関係 に関す る概念的情報 をあわせ持 って
い る と言 う事であ る。そ してこれ らは、線的 に入力される言語情報 に基 づいて解釈 するよ りも
視覚的情報か ら解釈す る方が容易 である と考 え られる。 つま りこの課題 に限っては、映像情報
の方が言語情報 よ りも概念的情報の示唆性 に富んで いる と言 う事 になる。 よって、映像 を同時
あるいは先行提示す る事 で、概念的な階層性や結合関係が容易 に形成 され、 さ らにこれ が入力




















の文脈の中に埋没 しているな らば、逆に検知は容易ではな く、時間をかけて探索する必要があ
る(Spoehr&Lehmkuhl,1982)。また、文字が後の課題の達成に必要な情報価値がある状況で
注視されやすい とも考えられる。Tversky(1974)によれば、絵 とその名前を文字 として同時
に提示 した とき、文字への注視回数が多いほ ど名前の再生成績がよくなるのである。また、文



















報の再生が促進 される事をみた。 このような傾向について北條(1991b)は、映像に 「先行オ
ルガナイザー」 としての役割がある事を指摘 している。映像が 「学習の認知構造に働きかけて、







がある。現時点では推測に とどまるが、少な くとも次の事は指摘 しておいてよいと思われる。
即ち、Baggett(1984)で用い られた刺激は、名前およびその性質を示す言語内容 と映像内の対
象とが一致 しているのに対 し、Brody&Legenzaや北條の例では、静止画が文の内容のごく





































Fig.6視 覚 的 キ ュー(矢 印)と ラベ ル キ ュー(文 字)
Beck(1984)Pp.210より転 載
18
は顕著な差が無かったものの、 リーディング能力の低い被験者ではむ しろラベルキ ューを併用
する方が効果が高かった。Beckはこの結果について、 リーディング能力の低い被験者が文を






映像の持つ何 らかの変数やその他の情報が、学習者に対 して等 しく同様の効果を持つと立証
された場合、その操作は普遍的かつ効率的な学習効果をもつと言える。 しかし実際には、ある
変数は特定の被験者に有効であっても他の特性を持つ被験者にとっては有効でない事が多い。






に関するスライ ドを提示 しながら、それについての説明を音声できかせた。スライ ドは、具象
度を操作 した線画 ・陰影つき線画 ・具象的な写真の3種 類か らなり、いずれかの種類のスライ
ドが各39枚提示された。また、事前 ・事後テス トとして、解剖学的な一般知識に関するテス ト
を行った。スライ ドを提示する実験群はいずれ も、スライ ド提示の無かった統制群に比べ、事
後テス トの成績が有意に向上 した。さてこの実験の 目的は、スライ ドを見るときの被験者の眼
球運動測度(注 視回数 と注視時間)が 、事後テス トの成績、あるいはIQレ ベル及びスライ ド
の種類 とどのような関係を持つのかを検討する事にあった。結果は、事後テス トと注視回数の
間に有意な正の相関があった。つまり注視回数の増加に伴って、事後テス トの成績が向上する
のである。次に、各スライ ド毎の注視回数に関してIQレ ベルとスライ ド種類間の分散分析を












て もた らされる映像効果が特にIQレ ベルの低い被験者において顕著である事、つまり色の情
報の付加によってIQレ ベル差による成績の格差が小さ くなる事 を見いだ している。 また
Moore&Dwyer(1991)は、学習者の認知型 と映像に付加された色の情報 との関連 について
同様の結果を見いだ している。学習者の認知型(場独立 ・場依存)とは、その個人的特性を 「情
報 と経験について、それを受容 し、構成 し、分析 し、想起する方法の違い」(北條,1991a,Pp.55)
によって分類する概念である。場依存型は、映像が提示されたとき、その構造を修正する事無
く提示された通 りに受容 し、それと相互作用を持つ。彼 らは、視野内のすべての部分を融合 し
て しまい、視覚的構成要素に分離 して相互作用を持つ事はない。一方、場独立型は、映像を一


















ここまでは、映像が認知的処理の中で どのような役割をはた しているか と言う観点から考察
した。 しかし、映像が学習者の情動的側面に及ぼす影響 も見逃すわけには行かない。Levie














検討 した数少ない実験研究 も、いまのところ否定的な結果 しか示 していない。
Sewell&Moore(1980)は、漫画(cartoon:Fig,7)が文の理解に及ぼす影響、及びそれが
被験者(大学生)に 引き起 こす情動的反応について調べる実験を行 った。例えば、図書館の本
の検索を紹介する文内容について、(1)文のみ提示、(2)漫画のみをスライ ド提示、(3)文と
漫画を印刷 して提示、(4)漫画のスライ ドと音声による文を提示、(5)音声のみ提示、の5条




差は見 られなかった。一方、情動的な形容詞対の評定では、文 と漫画を印刷 して提示する条件
























運動や反応時間等)に よって、さまざまな変数の情報処理や相互作用を動的に取 り出して行 く
試みが必要である。
他方、映像効果をそのような情報処理的観点から眺めるだけではな く、それを主体との相互













注目している。 このような映像操作は、映像メディアから与 えられるひとつの独立 した記号で
あり(Levie,1978;Salomon,1974)、その記号を理解する能力(い わゆる映像 リテラシー)の 育
成は学習 目標のひとつであると考えられる(後藤他,1987)。よって、その反応が上にみたさま
ざまな変数や見 る者の知覚的 ・認知的処理特性、さらには学習成績等 とどのように関係するも
のなのかと言う事を実験的に検討する事は、基礎的研究 と実践的研究の隔た りを埋めると言う
意味で有益な試みと言えるだろう。
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◇
PsychologyofVisuals
-MathemagenicEffectsofVisnalMaterialsinPracticalSituation一
ybshづαん∫2>:A崩∫正MAand福αsσ々αおz4加0確
Itis㎞ownthatuseofvisualshasvariouseffectsonlearning,memoryandcomprehensioninin-
structionalsituation.Theexplanationoftheseeffects,however,isnotclearlyverified.Inthisarticle,
wereviewpsychologicallythestudiesofmathemageniceffectsofvisualsinthefieldofeducational
research.
First,theeffectofsinglevariableinthevisualmaterials,suchasconstnlction,colorofstyle,is
discussed.Manyfindings,however,showthatonlyonevariabledoesnothavemathemagenicef・
fects;ratherthatdifferenttypesofvisualsandthatoflearningtasksdifferintheeffect量venesswith
whichtheyfacilitatelearners'achievement.Secondly,theinteractionbetweenvisualandverbalin-
formationinthehumaninformationprocessingisdiscussed.It三sfoundthatvisualstimuliaremore
likelyattendedthanverbalstimulibecausevisualinformationiseasiertocodethanverbalinforma-
tion.Anotherfindingisthatdual-codinghypothesisisnotappropriatetoexplainthemathemagenic
effectsofvisuals..Sucheffectsmightbeproducedfromtheinteractionbetweenvisualandverbalin-
formationinacommonandconceptualmemorysystem.Thirdly,theoperationofvisualsbyex・
perimenters(orteachers)canalsoimprovelearners'achievemelltinlearningtasks。Finally,several
studiessuggestthattheeffectivenessofvisualmaterialsinteractswithlearners'cognitiveability.
Inaddition,theorientationofourfutureresearchisproposed,inwhichwetrytoinvestigate
howpeoplecomprehendthevisualmediaoperation.
